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水 田
昭和62年度の運営は,水稲品種をアケボノに
統一し,1号田は乾田直播栽培,2号田は大型
田植機による移植栽培,3号田及び第2農場水
田はポット育苗による移植栽培を行った｡本年
度は天候に恵まれ,出穂期までの生育は極めて
良好であった｡しかし1号田においては,豊熟
前期の9月中旬から,しだいに倒伏 した｡移植
栽培の水稲は倒伏も認められず,良好な生育が
第 1表 栽培面積 (62年度)
部
続き,高い収量が期待されていた｡しかし収穫
直前の10月16日,台風19号が襲来し (最大瞬間
風速30,6m/秒,E]雨量 117mm),移植栽培の
水稲は全圃場,完全に倒伏した｡そのため穂発
芽の現象が多発し,米質の低下を招いた｡しか
し434-485kg/10aの収量は岡山県平均445kg
/10aと大差のない値であった｡
作物 品 種 試 験 内 容
水 稲 アケボノ
〝 アケボノ
〝 アケボノ
〝 アケボノ
〝 アケボノ
〝 アケボノ
直播栽培 (生産性向上試験)
圃 場 面 積(a)
1号 田 65.01
成苗移植栽培 (生産性向上試験) 2号 田 64.18
ポット育苗移植栽培 (ケイ酸質肥料試験) 3号 田 39.28
ポット育苗移植栽培 (生産性向上試験) 第2農場 12.56
ポット育苗移植栽培 (生産性向上試験) 第2農場 12.56
ポット育苗移植栽培 (生産性向上試験) 第2農場 9.94
播種量 施 肥 量 毎/10a
第2表 栽培の概要
作物 圃場 品種 様式 播種期
水稲 1号 田 アケボノ 直播
〝 2号 臼 アケボノ 移植
〝 3号 田 アケボノ 移植
〝 第2農場 アケボノ 移植
" 第2農場 アケボノ 移植
〝 第2農場 アケボノ 移植
5月12日
5月20日
5月20日
5月20日
5月20日
5月20日
kg/10a N P205 K20
収 穫 期
5･0 14,10 10･20 15100 10月281日B1日
2.5 14.70 9.35 15.65 11月8日-11月11E】
2.0 13.30 9.35 14.35 11月4日～11月6日
2.0 14.28 11.05 15.ll 11月16日
2.0 13.30 9.35 14.35 11月17日
2.0 13.30 9.35 14.35 11月16日
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第3表 水稲防除作業内容
処 理 薬 剤 名
2,3号 田,第 2農場移植 1号 田 直 播
使用量/10a 月日 使用量/10a 月日
除 草 剤 サターン乳剤
DCPA乳剤
DCPA乳剤
サターンS粒剤
アビロサン粒剤 3 kg 7月2日
殺虫,殺菌剤 ダイシス トン粒剤
アルフェー トM粒剤 3
バ リダシソ粉剤 3.5
レルダンアブロードDL粉剤 3.5
ヒノバイマクDL粉剤 4
ヒノバイマクDL粉剤 4
パダン粉剤
第4表 圃場別水稲収量
7月6日
8月6日
8月12日
9月4日
9月18日
1,000m8 5月21日
750m8 5月21日
650m8 6月1日
3.5毎 6月11日
g 5月21日
g 6月29E]
g 8月6日
9 8月11日
g 8月28日
g 9月2日
9 9月10日
品 種 圃 場 精玄米重 (kg/10a) 屑米重 (kg/10a)
アケポノ
アケボノ
アケボノ
アケボノ
アケボノ
アケボノ
1号 田 434 52
2号 田 478 34
3号 田 485 19
434 19
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果装置化果樹園の開設以来14年が経過し,当初
定植 した果樹の樹齢も16年生となった｡この間
1号園は全園モモであったものを昭和50年にカ
キとモモの半々に改植 し,さらに,62年にはモ
モの主幹形樹をカキに植え替えた｡2号園では
ブドウ,キャンベルの一部を昭和56年に伐採し
リンゴ苗を植え付け,58年度に園の半分をリン
ゴとした｡同時に残り半分にモモの苗を植え付
け,60年にこれらを定植 した｡さらに,3号園
では昭和60年に一部成績不良のブドウ,キャン
ベル列を倒抜し,キウイ苗を植えた｡残りのキ
ャンベルの樹冠を拡大 したところ樹勢良好とな
り,収量が安定的に向上したためキウイ栽培に
踏み切るかどうか現在検討中である｡4号園で
はブドウ,巨峰の枯死個体,ピオーネの成績不
良個体以外は改植 していない｡しかし,スーパ
ーは芽座の欠損が激しく,現在主枝を立替えて
いる｡その結果如何によってはこれも改植の必
要があろう｡大温室と空調室のマスカットは開
設以来のままであるが,地中室は55年に改植し,
養水分室も62年に改植した｡
1号モモ園 :主幹形モモ樹はわが国での矯化
栽培の端緒であったが,樹勢不揃いのため管理
し難く,2号園のモモも順調に生育してきたこ
とから,これをカキに植え替えた｡なお,この
カキ, t愛宕'も主幹形で栽培する予定である｡
なお,モモの収量は対前年比で約2割の減であ
った (作業El誌による収量 :2,981k9/18a)0
1号カキ園 :カキは昨年度不作であったため,
本年度は豊作で約7割の増収であった (2.450
k9/17a)0
樹 部
2号 リンゴ園 :リンゴの収量は着実な伸びを
示し,対前年比8割の増収であった (2.914kg
/17a)｡当初JL､配された tつがる'の早期落
果も収穫時期を早めることで対処 している｡し
かし, lジョナゴール ド'の収量は依然低い｡
2号モモ園 :t山陽水蜜'は実験に使用した
ためもあって,樹がかなり衰弱してきたが,他
の品種は順調に生育し,収量も対前年比約8割
の増収であった (作業日誌による収量 :2.176
k9/18a)0
3号キャンベル園 :昨年度に続いて不作で約
2割の減収となった (2.476kg/35a) が,ぶ
どう狩りなどを行っているため投入労力からす
ると安定した作目である｡
4号園:l巨峰'など4倍体の収量は約4割
減であった (678kg/6a)｡ただし,この程度
の収量が着色には妥当であろうと思われる｡そ
の他の品種,とくに tヒロハン'も大幅に減収
であった (ヒロ-ン:559k9/6a,ベリーA:
1,740k9/12a,スーパ-:570k9/6a)0
温室 (マスカット) :対前年比で約 1割の減
収であった (810kg/6.15a)｡
果樹見本園 :ユズはダニ,カイガラムシ発生
のため収穫できなかったOビワ (25.5kg)とウ
メ (153k9)の収量は順調に伸びた｡
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そ 葉 ･花 き 部
昭和62年度におけるそ菜 ｡花き部の作付け状
況および生産量は第 1表に示 した通りであった｡
本年度は深刻化する技官の労力不足に対応 し
ていくため,当部においても労力の集中するピ
ークを極力少なくする方向でいくつかの試みを
行った｡
一例をあげると,これまで夏に1作としてい
たキュウリの栽培面積を4作に分割 し,収穫労
力の分散化を計った｡幸い,3作目までの生育
は順調で概ね所期の目的を達成することができ
た｡しかし,高冷地で行われている作型を持ち
込んだ4作目は播種育苗時期がちょうど盛夏に
当って障害を受け,目的収量を下回った｡
また,本年度はこれまで負担となってきた早
朝のスイカの人口授粉をやむなく取 りやめて昆
虫による自然交配に任せてみた｡正確な交配日
が分からないために収穫に当たってやゝ注意を
第 1表 昭和62年度そ菜 ｡花き耕種,生産概要
要する点を除けばほぼ目的とした異数が得られ,
当農場でのこの方法による栽培に見通しをつけ
ることができた ｡
当年度は新しい施設として,これまでベッド
栽培としてきたガラス温室にベンチと自動潅水
設備を取り設けた｡現在,当該温室では新 しく
導入したカーネーション品種を主体に栽培 して
いるが塩類集積の懸念が無 くなり,またこれま
で薬剤に頼っていた土壌消毒を蒸気消毒に変換
できるようにもなって効果を期待 している｡
新 しい作目,作型-の試験的取り組みとして
は宿根カスミソウの年末出荷,夏の葉菜不足時
期に合わせたコマツナの栽培,お盆の需要を目
標としたアスターの栽培などがあげられる｡い
ずれも本年度の小規模栽培によって成算が得ら
れたので,次年度以降の作付計画に組み込む予
定としている｡
作 目 品 種 圃 場 面 積(a) 収 量 (柑 売 払 金 額円)
ト マ ト 強 力 米 寿 南 1号
キ ュ ウ リ 夏 秋 節 成 南1号
ナ ス 長 者 南2号
ス イ カ 美 縞 南2号
サ トイ モ え ぐ い も 南 1号
タ マ ネ ギ
ラッキョウ
シ ソ
ハ ク サ イ
中 国 野 菜
ア ス タ ー
電 照 ギ ク
カス ミソウ
OP茎,OK哉 南2号
ら く だ 南2号
南2号
耐 病 60日 南2号
バクチョィ｡他 南2号
くれない ｡他 南2号
秀芳の心 ｡他 ハウス
ブリス トル 温 室
カー ネー ション タンガ ｡他23 温 室
5.0 1,433.5
5.3 2,630.5
3.5 1,668.5
3.0 1,566.5
15.0 1,750.0
15.0 7,438.5
2.0 205.0
1.0 133.0
5.0 8.00
5.0 2.138.0
2.0 653本
2.5 11,644i
0.9 393本
0.9 4,385本
295,100
412.095
484,200
159,670
413,900
398,530
41.000
13,300
8,080
213,800
65,300
550,950
19,650
219,220
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畑 作 七
第 1表に日鋼口62年度作物別耕種概要を示した｡
学部改組に伴うカリキュラムの変更で学生実習
の回数が減じ,他部と同様労力的にかなりの無
理が生 じた｡しかし技術レベルの上昇 ｡パート
雇用などにより労力不足を補完した｡なお,吹
年度からの実習は年次進行により従来に増して
充実される予定である｡
ほとんどの作目で従来の実績を凌ぎこれまで
の最高の生産となった｡
カンショは前年度に連作障害が見られたので
圃場を変えた｡品質 ｡生産量とも問題はなく,
多量のイモ掘り需要に応 じた｡販売収入の面で
は畑作センター関連作目のなかで17%のシェア
ーを占め,基幹作物である｡
枝豆の生産量は前年度を大幅に上回った｡輪
作体系へのマメ科作物の導入という観点からの
みでなく,販売上からも有利な作目に成長して
きたといえる｡今後,品種と播種期の組合せに
よって収穫期を一層きめ細かく計画すれば販売
数量の増加も期待できる｡
子実ダイズでは黒豆 ｢丹波黒｣が販売所にお
いて好評で,作付体系上からも今後有望な作目
と思われた｡
カボチャはこれまで収量の面で低迷を続けて
いたが,生産量 ｡収量とも例年を大幅に上回る
成績となった｡
スイ-トコーンは3回に分けて播種した｡第
1回播種区は,生育は順調であったが,収穫が
長引き,第2回 ｡第3回播種区の収穫を遅らせ
る原因となった｡これらには ｢スワビ｣た状態
が認められたが,収穫遅延による子実の収縮で
あった｡販売は61年度に比べ, 7月上旬の販売
量が増えたものの,以後伸び悩み,単価の下落,
8月販売量の減少によって売り払い客別まかなり
減少した｡きめ細かい作付計画によって生育ス
テージに合致した収穫の必要性が痛感された｡
サヤインゲンを新たに取り入れた｡販売は順
調であったが,収穫に多労を要し,課題を残 し
ン タ ー
た｡
カンランは従来から秋 ｡冬作の基幹作目であ
るが,これも例年以上の生産をあげ,過去最高
の販売収入となった｡品種 ｡作期の組合せをさ
らに工夫すれば一層の生産量をあげうる｡
ハボタンは移植用プラスチックポットに入れ
る販売法が定着 し,販売数量が大幅に増加した｡
カリフラワーとともにキャベツの随伴作物とし
て耕種的にも有利な作目であった｡
ミズナは昭和61年度より始めたが,着実に生
産量を伸ばした｡
シュンギクは例年なみの生産をあげたが,省
力化とともに作型の多様化を計れば増産も可能
と思われた｡
ホウレンソウも順調に生産量が増加しており,
作期の多様化でさらに増産が期待される｡
春作バ レイショの生産量は6tを越え,畑作
センターの発足以降の最大であった前年度をさ
らに上回った｡収量も史上最高の3.2t/10aで
あった｡
秋作バレイショも史上最大の昨年度をさらに
上回り,収量 ｡生産量とも過去最高の値を得た｡
販売所での単価は過去最低であったにもかかわ
らず,販売数量の増加によって,販売収入もこ
れまでの最高を示した｡
ダイコンの生育も順調で,これまでの圃場整
備が効を奏して根菜類の栽培が容易になったも
のと言えよう｡
カブは例年なみの生産量であったが,-吾郎こ
風害を受け,作期の多様化による災害の回避が
必要と思われた｡
飼料作は年々作付面積を減じている｡さらに
有利な作目が導入された結果であるが,津高牧
場における粗飼料生産量が増加して補完の意味
がうすれ,また実習上も他作目のほうが好まし
いと判断したためでもある｡今後は輪作上の必
要性から飼料作物を作付してゆく予定である｡
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第 1表 昭和62年度作物別科種概要 (A)
番号 作 物 圃 場 両横(8) 品 種 生産量 収畠 栽植密度 睦帽 株問
(kg) (kg/108)(秩/a) (cb) (cEl)
1カン5/ヨ 西5
2タ●付 く子実 )^ 西5
3タ●げ (子実8) 西5
4タ●ィス●(枝豆) 西5
5カJS◆チャ 西1
6トウモロコシ(未熟 )^ 西3
7トウモロコSJ(釆熟B) 西3
8トウモtTコシ(S一ッフ'コーン) 西3
9トウtr7コシ(ヤM'コーン) 南3
10インゲンマメ 西5
11カンラン(Å早虫) 西4
12カンテン(B晩吐) 西4
13洲フラワー 西4
14ミス●ナ 西1
15如ンキ●ク 西2
16糾レンツウ 西2
17八◆レイシヨ(春作) 西2
18八'レイシヨ(秋作) 南3
19タ'ィコン(春播) 西1
20タ'ィコン 西1
21カフ● 西1
22ハホ●タン 西5
23エンハ●ク 西2西3
24イタリアンラげ ラス 繭5
25トウモロコS/(デントコーン) 西4繭3
28yJげ- 繭5
15 高系14号 4023
1.5 タ7*マレ 30.6
1.0 丹波無 40.5
13 宝石枝豆 肘スス●ナリ舛糾レ 2015歳
13 近成えびす 利休 2077.3
18.8 アズ川八●ンタム 3104
1.0 州がネコーン 568
1.0 (在来) 336
(20) スノ-デントJX77 53.8
3.5 7ItlJl'げ -菜豆 224.7
5 早秋カンラン 南宝 1663
13 うしお力ンラン湖水カンラン 6630
2 クラウン 511
2682 396 84 30
204 500 80 25
405 500 80 25
は50東 500 80 25
1598 12.5 400 200
1651 250 100 40
5680 250 100 40
3360 250 100 40
571 70 25
642 312 80 40
3326 333 120 25
5100 333 120 25
2555 333 120 25
3 日茎千筋 920.5 3068 500 120 24
i.5 おたふく 109.7 731 240 条描
4.1 八一レート 419.6 1023 80 条播
20 男爵イモtトユタカメークインryマ 6508.5 3254 400 100 25
10 セトユタカ デシ●7 3505.4 3505 400 100 25
2.6 春まち大根 四月早生2号 590 2360 500 120 24
7 冬積大蔵 早太り大蔵 3860 5514 347 120 24
5 樹病ひかり鵡 1109 2218 555 75 24
2.9 日小町 赤小町 872 3006 333 120 25
45 大豊 12010 2668 散描 -
15 エース 6820 4573 散描 -
40 スノウ●ントJX77 17320 4330 571 70 25
15 Rイ小リ肘.- 6860 4573 敵摘 -
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第 1表 昭和62年度作物別耕種概要 (B)
番号 飾 鞠 』 意思亀虫届出旦由 戯 由 緒 曜 日 定 格 El 収碩始期 収頓終周
何 P魚Os K20 N P20s hO (月/El) (月/日) (月/日) (月/日)
1身ンシ3 3/20 6/18286/ll8/10 11/12
2タ'付 く子賀A) 3.も ll.0 13.3 2.を･10.0 12.0 8/25 11/4
3タ●ィ1'(子実B) 3.6 11.0 13.3 2.1 10.0 12.0 8/25 9/26 ll/5 10/2411/5
4タ●げ (伐豆) 3.5 11.0 13.3 2.I 10.0 12.0 4/14285/Ilo/25 -7/2168/19/7 7/15308/log/24
6舟さ●如 12.88.8 11.4 臥4 6.0 7.8 8/27 4/8 6/16 8/25 8/ll
¢トウモ閃ク(来観A) 16.8 18.8 16.8 12.8 12.8 12.8 4/I4/14 6/2 6/297/2027 8/6
7トケ菅田シ(釆熟B) 16.0 16.0 16.0 12,8 12.8 12.8 8/10 9/18
8トウ帥コシ(*'77'コーン) 16.0 18.0 16.0 12.8 12.8 12.8 8/10 9/14
? ?
?
??
?
?
8トウモロコシ(サンタ■3-ン) 9.8 9.8 9.6 9.6 9.6 9.6 4/21 6/24 7/8
101ン1'ン7メ 3.5 11.0 13.3 2.1 10,0 12.0 4/23 5/ll5/27 - 8/16207/1 7/16288/28
11魚淵ン(A早生) 19.81t.0 15･5 8.4 6･0 7.8 7/之0 8/19 10/8 11/10
12カンラン(B晩生) 19.8 ll.0 15.0 8.0 7.8 7.8 7/27 8/6 9/278 ll/12
13射フ門- 22.4 13.0 20.5 日.2 8.0 10.4 8/4
14ミス`タ 16.110.0 14.8 11.2 8.0 10.4 9/28
18わン争●ク 18.622.¢ 17.8 16.0 22.8 18.0 9/18
18的レンM l7.19.6 18.8 9.8 9.8 9.6 8/28 9/2110/14
17Jl●L'イ5･丑(馨伸) 10.87.6 9.8 10.5 7.6 9.8 3/3 3/A
18九●レイ如 く牧挿) ll.急 8.0 10.4 8.4 8.0 7.8 8/24
J9タ●巾ン(昏緒) 16.4 8.0 12.2 11.2 8.0 10,4 3/27 4/8
20タ◆ィコン 18.I13.0 14.8 11.2 8.0 10.4 9/I8/ll9/28
21W' 19.8 12.0 17.6 11.2 8.0 10.4 9/ll9/28
22鵬●タン 8.8 18.2 18.4 4.2 15.0 12.0 8/7
23‡ンjI●ク-. 8.8 0.8 6.8 2.8 0.4 3.4 87/10/8 】0/13
24イglJア淵イゲラ方 6.8 0.8 6.8 2.8 0.4 3.4 87/10/a
25トウモⅦコ51(rントコーン) 7.0 10.0 7.0 ′7.D ID.07.0 4/18 4/21
289息 コ ■ - 7.6 0.8 9.2 3.8 0.4 4.8 6/26
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9/8 1I/5
10/23
10/28
10/52812ノ7
6/2
11/10
5/20 6/5
10/17 ll/18
6/1 ll/4
9/1817 ll/28
88/2/233/A7
88/4/I6/18
7/217/22
7/139/7
? ? ?? ?
? ??? ? ?
10/23ll/101/8
8/3
12/I
8/5 8/30
ll/10 2/9
7/22 1/13
I/8
88/4/9 5/19
7/18 9/9
八 浜 農 場
昭和62年度の八浜農場においては,水稲の生
育が良好に経過 し,高い収量が予想されていた｡
しかし10月16日,台風19号が襲来 し,水稲は完
全に倒伏 した｡そのため収穫時には一部で穂発
芽 も認められ,水稲収量は岡山県の平均収量
(445kg/10a)をわずかに下廻 ったo
昭和61年12月4-5日に播種 した二条大麦は,
量を記録 した｡本年3月には強力な (60馬力)
新型四輪駆動式 トラクタ-が導入 され,圃場
の深耕が可能となった｡これまで麦わらは大部
分が焼却処分 していたが,前年 (昭和61年 3月)
導入のへイメーカー,ヘイベ-ラl結,麦わら
の短期間の収納を容易にした結果,果菜園,果
樹園の敷わらとして有効利用されるようにな っ
排水不良による湿害の徴候が認められながらも, た｡
最近 6年間 (昭和55-61年度)の中では,昭和
58年度の収量 (336kg/10a)に次ぐ第2位の収
第 1表 栽 培 面 積
作 物 藷 望 品 種 栽 培 圃 場 及 び 面 掛 a)
水 稲 直 播 ア ケ ボ ノ 造言汽 1品 場36富国警韻 場45冨岡
〝 移 植 〝 1号 固 場 281
矛 一,9'1言 直 播 -ィ｡ス-ダン 5号 圃 場 60
エ ン バ ク 直 播 ハ ヤ テ 5号 圃 場 70
二条大麦※ 直 橋 あまぎ2条 1号 圃 場 281
カ ボ チ ャ 直 播 -ヤ ト 利休 5号 圃 場 10
滋 昭和61年度栽培
第2表 栽 培 面 積
作 物 藷 望 品 種 播 種 斯 鷲暦
水 稲 直 播 アケボノ 55月9日
〝 〝 〝 〝 6
〝 〝 〝 〝 6
〝 移 植 アケボノ 5月19日 2.5
矛 -,ダ 言 直 播 /三一ダ1y 4月24日 4,8
エ ン バ ク 直 播 ハ ヤ テ 10月9日 6
二 条 大 麦 直 播 督まぎ条 三鋸 25BB4日 16
カ ボ チ ャ 直 播 ハ茄 卜休 4月6日 2de
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施 肥 量 kg/10a
N P205 K20
14.3 20.0 14.3
10.5 9.6 11.7
12.5 9.5 13.9
16.3 11A 16.3
10.7 15.3 10.7
9.6 9.6 9.6
10.4 10,4 10.4
7.4 8.3 7.8
? ?
?
?
?
?
? ?
?
?
? ?
?
11月9日
?
?
??????
?
? ?
?
?
?
? ??
?
?
? ?
?
?
?
?
?
?? ?
??
?
?
?
?
〜
?
第 3表 水稲防除作業内容
処 理 薬 剤 名
除 草 剤 サターン乳剤
スタム乳剤
スタム乳剤
スタム乳剤
クサノ ック粒剤
殺虫,殺菌剤 ダイシス トン粒剤
オフ トレボン粉剤
オフ トレボン粉剤
ヒノツマバイジット粉剤
トビノック粉剤
トビノック粉剤
トビノ ック粉剤
ヒノツマバイジット粉剤
第 4表 作 物 別 収 量
作 物 品 種
水 稲 ア ケ ボ ノ
ス ー ダ ン
グ ラ ス へィ ｡スーダン
エ ソ バ ク ハ ヤ テ
二 条 大 麦 あ ま ぎ 2条
カ ボ チ ャ - ヤ ト,利 休
1号圃場 移 植
使 用 量 月kg/10a
2.3,4,5,6号圃場 直 播
日 便 雪 1.e 月 日
l.230解2 5月21日
1.030伊2 5月21日
1,019HIP 6月 1E]
70002 6月16日～17日
3.0 6月29E] 3kg 6月29日
5.9kg 5月26日
4.1 8月6日 4.1kg 8月6日
3.7 9月2日
4.5kg 9月4E]
3.8 9月18日 3.8kg 9月18El
22kg(2,3号圃場) 10月2日
4.5kg(2号圃場) 10月5E]
収kg/10a3a 備 考
Il.
416 屑米 21kg/10a
4,391 生章 26,350kg
510 生章 3,570kg
258
780
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津 高 牧 場
津高牧場にとって昭和62年度は,かなり苦し
い経営を強いられた年であった｡すなわち,岡
山空港建設に伴なって改造 した草地の生産力が
まだ不充分であり,繁殖成績も不良のままであ
ったため,子牛生産頭数が少なく,子牛相場が
順調に上昇 したにもかかわらず,売上げが伸び
なかった0
年間の牛の異動状況は第 1表のように,子牛
生産が24頭で,うち1頭は生後2か月で死亡し
ており,生産は不調であった｡そのため販売頭
数も24頑を確保するのがようやくで,うち 1頭
は腸骨骨折事故による緊急出荷であった｡
粗飼料の生産利用状況を示すと第2表のよう
になる｡この表は今回はじめて作成 したもので,
栽培面積は正確とはいいかねるが,畦畔等を除
外した有効面積を示し,同一圃場に2種以上の
作物を栽培 した場合に,それぞれを 1回と計算
した延面積を示している｡放牧は混播牧草地を
主体としているが,一部の野草地や畦畔を含め
て実施しており,その延べ日数を示している｡
また,収穫測定値は,収穫物を トラックスケー
ルで測定した実測値であり,乾草は梱包後の実
重量であるが,サイレ-ジは予乾した中間値で
あって,水分含量がまちまちである｡青草換算
収量は,これらに一定比率を乗 じて集計したも
ので,放牧は1日1頑当り40毎,乾草は5倍
で換算しているが,サイレージの場合はそれぞ
れの予乾状況に応 じて別々の比率を乗じている｡
10a当り収量は青草換算収量を栽培面積で割っ
たものであるり
この裏を見てわかるとおり,津高牧場の単位
面積当り収量 (青草換算)は2.4-4.0トンで,
かなり低い｡とくに,多回刈を行ったソルゴー
やイタリアン｡ライグラスでこの程度の収量で
あるから,かなりレベルが低いといわざるをえ
ない｡これは,天候の関係で収穫草を一部放棄
したことにもよるが,空港建設に付随して59年
度に草地の再造成を行ったことが大きく影響 し
ている｡すなわち,章生産の主力であるべきA,
D,K草地が平坦にはなったものの表土が全く
更新されたため,3年目の62年度にも,湿潤あ
るいは乾燥のために発芽障害を受けたり,雑草
に圧倒されるなど,正常な生産状態に至らなか
ったことが低生産の主因と考えられる｡放牧利
用される混播牧草地が,面積に計算されていな
い畦畔部分を含んでいるとはいえ,単年性の作
物と単収がほとんど変わらぬことも,この間の
事情を物語っている｡
ともかく,津高牧場の青草換算総収量は,469
トンであり,岡山農場,八浜農場からの生産量
を加えて漸く542トンに達した｡この間の成年
換算平均頭数は約60頭であるから,成牛 1頭当
り約 9トンの粗飼料ということになる｡完全に
粗飼料を自給するには成年 1頭当り15トンが必
要であるから,62年度の実績はその約6割を確
保したということになる｡
子牛の販売は第3表のように10頑であった｡
大部分は去勢牛であるが,当牧場では保留の意
志がない雌子牛 1頑も販売している｡全体に相
場は好調であり,頭数が少ない割には大きな収
入を得た｡また,肥育牛の枝肉販売は第4表の
とおりで,うち 1頭は骨折事故による緊急出荷
であった｡去勢牛は肉質もまずまずで,収入額
も大きかったが,経産めす牛は低単価で安かっ
た｡また,繁殖成績不良を補う意味で自然交配
に利用 したW55号は,おすのままで枝肉販売し
たが,枝肉重量は大きかったものの,単価が著
しく安 く,成績は不良であった｡自然交配に利
用する場合でも,適当な時期に去勢して肥育出
荷することが有利と考えられる｡
昭和62年度に特筆すべき事項として,当牧場
に上水道が敷設されたことをあげるべきであろ
う｡従来,当牧場では場内の井戸から吸上げた
水を炉過して,牛の飲料水等に利用してきたが,
水質が悪く,色度,繊度,鉄の各項目で水道法
による水質基準に適合しなかった｡そのため,
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人の飲料水は208ポリタンク数個で輸送してお
り,実習などに際しては飲料水運搬が大きな負
担になっていた｡また,毎回この欄で記載して
きたように,当牧場には牛の著しい繁殖障害が
あるが,この原因の一つが飲料水不良にある可
能性も想像されていた｡
このような条件を改善するために,空港建設
に伴なって約 1k7Hの距離に近付いた上水道を当
牧場に引入れる工事を要求 していたが,これが
第 1表 昭和62年度飼育牛異動状況
諮められ,昭和62年12月に待望の上水道工事が
完了,63年 1月に通水式を行った｡これによっ
て,飲料水運搬の重労働から解放されたばかり
でな く,63年 2月境から牛の繁殖成績 も徐々に
上昇のきざしを見せてきた｡62年度中にはまだ
目立った変化は認められなかったが,おそらく
繁殖障害の問題 も解決に至ると予想され,当牧
場にとっては,この62年度が画期的な 1年にな
るのではないかと考えられる｡
雌 班 .去 勢 合 計
子 牛 育成牛 繁殖牛 肥育牛 子 牛 育成牛 肥育牛
62. 4.1現在 6 16 41 0 11 1 6 81
期間異動 堰 生 産 6 6 12
振 替 4 10 5 5 24
滅 振 替 4 10 5 5 24へい死 1 l
売 却 5 5
62.10.1現在 8 10 46 5 11 1 6 87
器 増 は 芸 5 7 12
5 6 6 10 7 34
5 6 6 10 7 34
0
1 1 6 4 7 19
第 2表 昭和62年粗飼料生産利用状況 (62年 1月-12月)
作 目
????
????
????
面 積 放 牧 収穫測定値 (kg) 青 草 換 算 10a当り
(a) 延日数 肯 刈 サイレー ジ 乾 草 収量 (kg) 収量佐g)
イタリアン｡ライグラス 90 1,670
エ ン バ ク 257 77,525
ソ ル ゴ ー 317 73,930
ス-ダン｡グラス 95 30,590
混 播 牧 草 673 5.284
4,029 21,815 2,424
77,525 3,017
30,620 127,850 4,033
30,590 3,020
211,360 3,141
計 1,432 5.284 183,715 30,620 4,029 469,140 3,276
イタリアン｡ライグラス
エ ン バ ク
ソ ル ゴ ー
デ ン トコ- ン
残 業
スーダン｡グラス
エ ソ バ ク
6.820
12.010
6､860
3,440
6,820
12.010
6.860
17,320 17,320
3,440
29,130 17,320 46-450
3,150 15,750
10,700 10,700
10,700 3,150 26.450
5.284 223,545
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47,940 7,179 542.040
第 3表 昭和62年度子牛販売成績
販 売 耳 標 性 生後 体重 El 令 せり落 kg当り 母 牛番 号 父 牛名 号
生年月日 日令 体 重 価 格 単 価
年 月 日 番 号 別 旧) (kg) (kg/目) (千円) (円/kg)
62.7.8 R288 61.9.10 去 301 338 1.123 360 1,065 Y 71 仙守3
62.9.9 R290 61.ll.10 去 303 263 0.868 331 1,259 .Y115 糸 藤
R291 61.ll.12 去 301 308 1.023 433 1,405 7 24 糸 藤
R293 61.12.19 去 264 278 1.053 392 1,410 Y 93 第 1片山
R294 61.12.24 去 259 287 1.108 423 1,473 Y 86 第 1片山
62.ll.13 R297 62.2.lo 順 276 244 0.884 338 1,385 Y 78 第 6藤森
R298 62.2.10 去 276 308 1.116 421 1,367 Y 35 第55姫明石
63.3.8 R308 62.4.27 去 316 314 0,994 435 1,385 Y 10 第12東清国
R310 62.5.21去 292 339 1.161 482 1,422 Y 81 第12東活国
いずれも黒毛和種子牛,岡山県経済連総合家畜市場 (久世町)で販責
第 4表 昭和62年度枝肉販売成績
と 殺 耳 標 品 種 出 荷 時 水引枝肉 枝 肉 枝肉 枝肉単価 売上金額
体 重 重 量 歩 留
年 月 E] 番 号 性 別 (kg) (kg) 悔) 規格 (円/kg) (千円)
??
?? ?
??
?
62.12.2 Y l 黒めす 465 257.3 55.3
Y lO7 617 348.9 56.5
Yl13 552 323.6 58.6
Yl17 488 274.6 56.3
並 1,000 256.2
兆 1,250 434.9
苑 1,000 324.2
兆 1,200 324,6
63.3.2 W 53 黒 去 623 366.7 58.9
W 54 605 376.6 62.2
W 56 543 345.4 63.6
W 57 613 391.5 63.9
W 58 595 352.9 59.3
W 59 546 316.2 57.9
並 1.500 540.2
* 1.756 652.5
中 1,731 590.1
* 1,830 704.2
中 1,800 626.4
中 1,695 524.2
63.3.10Y36* 黒めす 450 222.7 49.5 外 500 102.6
??????
???????? ??
63.3.16 Y IOl 黒めす 543 331.1 61.0 中 1,520 490.9
YIO6 507 300.3 59.2 並 1,350 400.9
W 55 黒おす 810 507.3 62.6 ]セ 741 379,2
岡山県営食肉地方卸売市場で販売,*印は病畜扱い
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本 島 農 場
昨年度は早生ウンシュウが不作であったが, は収穫回数に限界があり,収穫適期と市場価格
本年度は豊作で約3倍の増収となった｡他の相 の把握が困難で,これ以上の増収は今後も困難
橘類もはば順調な作柄であった｡一方,切 り枝 となるであろう0
第 1表 昭和62年度本島農場の生産
種 類 品 種 生 産 量 売 上 額
果 実 温 州 み か ん 7,297k9 567,850円
甘 夏 ミ カ ン 1,393 138,900
タ イ タ
?
?
?
?
? モ
ス ダ
?
?
412 99,400
? ?????
33 16,650
ポ ン カ ン 47 18,800
切り枝 パ ン パ ス 2,400本 36､000円
ア カ シ ア 650 28､500
モ ク マ オ ウ 650 13,500
ブ ラ シ ノ キ 900 43,000
ユ ー カ リ 475 9,500
キョウチクトウ 240 2,340
マ サ キ 400 9,400
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